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全体テーマ :「子どもの不器用さについての理解と支援
～発達性協調運動障害(DCD)の視点から～」

発達性協調運動障害 (DCD)は 、子どもの生活全般に及ぼす影響が大きく、自己肯定感が低くなりやすいと言
われています。しかし、一般的な認知度はまだ高いとはいえず、支援の対象であることが気づかれなかつたり、困

難さが軽く見られたりする場合があります。今年度の専門職合同研修では、DCDについて他職種の視点も含めて
考える機会を持ち、子どもの運動・行動の様子からどのようなことが分かるかの再確認や、日常生活で無理なく

できる工夫の提案、子どもの意欲の引き出し方などについて考えます。

午前の部 座談会では、県内の各専門職団体から支援の現状をご報告いただき、午後の部 講演会では作業療

法士の加藤寿宏先生 (京都大学大学院医学研究科准教授)から、苦手さをもつ子ども達をどのような方法で支援
することができるのか、ご講演をいただきます。皆様のふるってのご参加をお待ちしております !

日時 Q肇狸観:昆麓球中勝:換ピ
1揚
潔絶L翼鍵までに駆縣縦輯害

総合支援センターのホームページにてお知らせいたします。

対  象   県内在住 口在勤の
理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、公熱鰤 、臨床心理士、臨床発達心理士

会場 貫詈量電讐辱冨箕畠轟蝙忘種L鞘禦階)
定員 1露鷲撞渠亀禦毅禁聰しりする始のみ罐絡します。
瞑ログラム 講演講師

座 談 会 】 10:00～ 12100
「ⅨI洋巧帯拝〕さの問題を巡つて、私たちが今も て
しること～各職種の視点鬱口り支援1群影貶躍す～」
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◆登壇者 :

埼玉県理学療法士会・埼玉県作業療法士会・

埼玉県言語聴覚士会・埼玉県公認心理師協
会口日本臨床発達心理士会埼玉支部
【講 演 会 】 13:00～ 15:45

「子どもの不器用さについての理解と支援」
◆講師 :京都大学大学院医学研究科准教授

申込み
問合せ

加藤 寿宏 先生

療法学)。 特別支援教育士SV、

日本感覚統合学会副会長、日本発達系作業療法学会
会長。

大学で教鞭をとるかたわら、附属病院での臨床や地
域の学校での支援を実践されています。平成19年に京

都府作業療法士会特別支援教育0丁 チームを設置、シ

ステムとしての教育と作業療法の連携を目指しておら

れます。

著書「感覚統合療法 作業療法技術ガイド第3版」(文

光堂 )、 監修「乳幼児期の感覚統合遊び」(クリエイツか

加藤寿宏先生 (作業療法士) がわ)など論文著書多数。

埼玉県発達障害総合支援センター 地域支援担当

電話 :048-601-5551 FAX:048-601-5552
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